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第一部 【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第40期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第41期
第１四半期
累計(会計)期間

第40期
連結会計年度

会計期間
自  平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日

自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日

売上高 (千円) 748,774 311,558 3,236,016

経常損失(△) (千円) △249,437 △127,147 △466,057

四半期(当期)純損失
(△)

(千円) △268,871 △110,461 △557,561

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ─ ─ ─

資本金 (千円) 1,491,375 1,491,375 1,491,375

発行済株式総数 (株) 13,934,592 13,934,592 13,934,592

純資産額 (千円) 2,964,504 2,560,719 2,672,445

総資産額 (千円) 5,261,492 4,152,044 4,436,545

１株当たり純資産額 (円) 216.13 186.79 194.91

１株当たり四半期
(当期)純損失(△)

(円) △19.60 △8.06 △40.66

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─ ─

１株当たり配当額 (円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 56.3 61.7 60.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 138,371 141,849 793,994

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △10,364 24,263 △15,020

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △55,042 △55,074 △220,544

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,331,868 1,902,827 1,881,518

従業員数 (名) 252 217 223

(注) １　当社は、子会社の重要性が乏しくなったため、第41期より四半期連結財務諸表を作成しておりません。なお、第

40期まで四半期連結財務諸表を作成しておりましたので、前第１四半期累計(会計)期間及び前事業年度に代

えて前第１四半期連結累計(会計)期間及び前連結会計年度について記載しております。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、

また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。

また、主要な関係会社における異動もありません。
　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成21年６月30日現在

従業員数(名) 217
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第２ 【事業の状況】

前第１四半期連結会計期間は、四半期連結財務諸表を作成しており、連結ベースで記載しておりましたの

で、前年同四半期との対比は行っておりません。

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期会計期間における生産実績を示すと次のとおりであります。
　

生産高(千円) 前年同期比（％）

300,693 ―

(注) 上記金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 受注実績

当第１四半期会計期間における受注実績を示すと次のとおりであります。
　

受注高(千円) 前年同期比（％） 受注残高(千円) 前年同期比（％）

973,948 ― 922,852 ―

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(3) 販売実績

当第１四半期会計期間における販売実績を示すと次のとおりであります。
　

売上高(千円) 前年同期比（％）

311,558 ―

(注) １　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

相手先
当第１四半期会計期間

売上高(千円) 割合(％)

パナソニック株式会社 72,606 23.3

日本サムスン株式会社 34,000 10.9

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

２ 【事業等のリスク】

当社は、４期連続して当期純損失を計上しており、また、当第１四半期会計期間において、四半期純損失を

計上しております。このような状況により、当社は継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象が

存在しております。

上記のほか、当第１四半期会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常

な変動等又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありま

せん。
　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
　

EDINET提出書類

パルステック工業株式会社(E02021)

四半期報告書

 4/27



４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文章中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

（１）経営成績の分析

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の大規模な経済対策等の実施により、一部には明る

い兆しが見え始めたものの、企業業績は総じて底を脱した程度の水準にとどまるほか、所得の減少により

個人消費も回復までには至らず、引き続き厳しい環境下で推移いたしました。

当業界におきましては、人員削減や過剰在庫の処理などの実施により生産体制の立て直しが図られ、新

たな設備投資ニーズも出始めてまいりましたが、回復の度合いは極めて低く、全体としては低調な推移と

なりました。

このような厳しい環境の中で当社は、赤字体質からの脱却を図るため経営陣を刷新し、「当期は絶対黒

字化する」との強い決意のもと、さらなる諸経費の削減に注力する一方、新製品を市場投入し、受注獲得

に向けて経営トップはもとより全社を挙げて積極的な受注活動を展開いたしました。

しかしながら、依然として設備投資には消極的な得意先が多く、設備投資計画の凍結や先送りなど光

ディスク関連機器装置をはじめ、その他特殊機器装置の３Ｄスキャナやナノ加工装置等のいずれも苦戦

を強いられ、当初の受注計画を下回る状況で推移いたしましたが、前期からの積極的な取り組みが功を奏

し、デジタルアーカイブに使用する長期保存を目的とした『特殊記録用ドライブ』を受注したことによ

り当第１四半期累計期間の受注高は９億73百万円となりました。

売上高につきましては、期首の受注残高が少なかったことに加え、当該期間中旬までの受注が低迷した

ことから、３億11百万円となりました。

損益面につきましては、人件費を中心にさらなる諸経費の削減に注力するとともに、生産量減少による

対策として一時帰休を実施し中小企業緊急雇用安定助成金の給付を受けるなど、費用の一層の低減を図

りましたが、売上高の減少による影響が大きく、１億42百万円の営業損失、１億27百万円の経常損失、１億

10百万円の四半期純損失となりました。

（２）財務状態の分析

当第１四半期会計期間末における総資産は41億52百万円となり、前事業年度末と比べて２億70百万円

減少いたしました。これは主に、有価証券が５億50百万円増加し、現金及び預金が４億41百万円、受取手形

及び売掛金が４億12百万円減少したことによるものであります。

負債は15億91百万円となり、前事業年度末と比べて１億60百万円減少いたしました。これは主に、長期

借入金が54百万円、退職給付引当金が53百万円それぞれ減少したことによるものであります。

純資産は25億60百万円となり、前事業年度末と比べて１億９百万円減少いたしました。これは主に、利

益剰余金が４億６百万円増加し、資本剰余金が５億17百万円減少したことによるものであります。

（３）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期累計期間末の現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、19億２百万円となりま

した。各キャッシュ・フローの状況につきましては、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は１億41百万円となりました。

主な増加要因は、売上債権の減少４億12百万円であり、主な減少要因は、税引前当期純損失の計上１

億９百万円、たな卸資産の増加57百万円、退職給付引当金の減少53百万円、ファクタリング債務の減少

28百万円、貸倒引当金の減少26百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は24百万円となりました。

主な増加要因は、投資有価証券の売却による収入24百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は55百万円となりました。

主な減少要因は、長期借入金の返済による支出54百万円であります。
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（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第1四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はあり

ません。

（５）研究開発活動

当第１四半期会計期間における研究開発活動の金額は10百万円であります。

　なお、当第１四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

（６）事業等のリスクに記載した重要事象等を改善するための対応策

当社は、４期連続して当期純損失を計上しております。このような状況を早期に解消するため、前事業

年度において採算の見込めない電子部品組立事業から撤退し、また、経営の健全化を図るため連結子会社

２社を解散しております。このほか、人件費の削減を含めた経費の削減、材料費や外注費の見直し、その他

諸経費の削減を実施し事業構造改革を継続しております。

資金計画は順調に推移しており、当第１四半期会計期間末における受注残高も増加しておりますので、

経費削減に向けた諸施策を継続的に実施し、全社一丸となって黒字化を目指し収益力強化に取り組んで

まいります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期会計期間において、前事業年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について重要な変

更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 32,000,000

計 32,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,934,59213,934,592
東京証券取引所
(市場第二部)

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式
単元株式は、1,000株

計 13,934,59213,934,592― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金
増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年６月26日 (注) ─ 13,934,592─ 1,491,375△517,3971,342,533

(注)　会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金を減少し、その他資本剰余金に振替えたものであります。

　

(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。

（注）１ 当第１四半期会計期間において、坪井邦夫氏から、平成21年４月16日付の大量保有報告書の写しの送付があ

り、平成21年４月10日現在で700,729株を保有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が

確認できないため、当社として実質所有株式数の確認ができません。なお、坪井邦夫氏からの大量保有報告書

の内容は以下のとおりであります。

　　　大量保有者　　　　坪井邦夫

　　　住所　　　　　　　静岡県浜松市中区

　　　保有株券等の数　　株式　700,729株

　　　株券保有割合　　　5.03％

　　  ２ スパークス・アセット・マネジメント株式会社から、平成19年７月31日付の大量保有報告書に関する変更報告

書の送付があり、同日現在で710千株を保有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確

認できないため、当社として実質所有株式数の確認ができません。なお、スパークス・アセット・マネジメン

ト株式会社からの大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

　　　大量保有者　　　　スパークス・アセット・マネジメント株式会社

　　　住所　　　　　　　東京都品川区大崎一丁目11番２号ゲートシティ大崎

　　　保有株券等の数　　株式　710,000株

　　　株券保有割合　　　5.10％
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成21年３月31日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― 　

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― 　

議決権制限株式(その他) ─ ─ 　

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式   223,000
―

権利内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式13,322,000 13,322 同上

単元未満株式 普通株式   389,592― 同上

発行済株式総数 13,934,592― ―

総株主の議決権 ― 13,322 ―

(注)　１「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式がそれぞ

れ1,000株(議決権１個)及び145株含まれております。

２ 単元未満株式数には、当社所有の自己保有株式663株が含まれております。　

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
パルステック工業株式会社

静岡県浜松市北区
東三方町90－３

223,000 ─ 223,000 1.60

計 ― 223,000 ─ 223,000 1.60

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
　４月

　
　５月

　
　６月

最高(円) 48 67 96

最低(円) 30 38 68

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表及び四半期財務諸表の作成方法について

(1)  当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」

（平成19年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

(2)　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年

内閣府令第63号）に基づいて作成しております。

(3)　前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は四半期財務諸表を作

成していないため、前第１四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）に係る四

半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書に代えて、前第１四半期連結累計期間（平成20

年４月１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・

フロー計算書を記載しております。
　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月

１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、また、当第１四半期会計期間（平成

21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年６

月30日まで）に係る四半期財務諸表について、ときわ監査法人により四半期レビューを受けております。
　

３　四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第

２項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から

見て、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程

度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

　資産基準　　　　　1.1%

　売上高基準　　　　0.0%

　利益基準　　　　　1.1%

　利益剰余金基準　　0.8%
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】
【前連結会計年度末の貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 961,518

受取手形及び売掛金 919,416

有価証券 850,000

商品及び製品 4,731

仕掛品 263,672

原材料及び貯蔵品 118,849

未収消費税等 29,406

その他 49,443

貸倒引当金 △10,809

流動資産合計 3,186,229

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 ※２
 1,229,752

減価償却累計額 △772,883

建物及び構築物（純額） 456,869

機械装置及び運搬具 51,574

減価償却累計額 △50,283

機械装置及び運搬具（純額） 1,291

土地 ※２
 284,060

建設仮勘定 13,322

その他 1,107,289

減価償却累計額 △1,033,041

その他（純額） 74,248

有形固定資産合計 829,790

無形固定資産 207

投資その他の資産

投資有価証券 ※１
 111,779

従業員に対する長期貸付金 4,925

その他 ※１
 325,332

貸倒引当金 △21,718

投資その他の資産合計 420,318

固定資産合計 1,250,316

資産合計 4,436,545
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 80,573

1年内返済予定の長期借入金 ※２
 219,996

未払金 ※２, ※４
 278,190

未払法人税等 4,330

その他 102,506

流動負債合計 685,596

固定負債

長期借入金 ※２
 383,348

退職給付引当金 651,301

役員退職慰労引当金 13,942

その他 ※２
 29,911

固定負債合計 1,078,503

負債合計 1,764,100

純資産の部

株主資本

資本金 1,491,375

資本剰余金 1,859,930

利益剰余金 △525,717

自己株式 △162,132

株主資本合計 2,663,455

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,738

為替換算調整勘定 10,728

評価・換算差額等合計 8,989

純資産合計 2,672,445

負債純資産合計 4,436,545
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【四半期貸借対照表】
(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成21年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 502,827

受取手形及び売掛金 507,043

有価証券 1,400,000

商品及び製品 2,614

仕掛品 336,211

原材料及び貯蔵品 108,896

その他 66,711

貸倒引当金 △5,734

流動資産合計 2,918,571

固定資産

有形固定資産

建物 ※１
 449,789

その他 ※１
 370,541

有形固定資産合計 820,331

無形固定資産 207

投資その他の資産

投資有価証券 103,797

その他 309,677

貸倒引当金 △539

投資その他の資産合計 412,935

固定資産合計 1,233,473

資産合計 4,152,044

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 61,666

1年内返済予定の長期借入金 219,996

未払法人税等 2,304

その他 ※３
 339,532

流動負債合計 623,499

固定負債

長期借入金 328,349

退職給付引当金 597,427

役員退職慰労引当金 13,942

その他 28,107

固定負債合計 967,826

負債合計 1,591,325
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(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成21年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,491,375

資本剰余金 1,342,533

利益剰余金 △110,461

自己株式 △162,207

株主資本合計 2,561,239

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △520

評価・換算差額等合計 △520

純資産合計 2,560,719

負債純資産合計 4,152,044
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(2)【四半期損益計算書】
【前第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

売上高 748,774

売上原価 709,173

売上総利益 39,600

販売費及び一般管理費 ※
 285,358

営業損失（△） △245,758

営業外収益

受取利息 806

受取配当金 126

その他 834

営業外収益合計 1,768

営業外費用

支払利息 3,953

為替差損 1,493

営業外費用合計 5,447

経常損失（△） △249,437

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,078

その他 151

特別利益合計 1,230

特別損失

固定資産除却損 1,162

投資有価証券評価損 18,527

特別損失合計 19,689

税金等調整前四半期純損失（△） △267,896

法人税、住民税及び事業税 974

法人税等合計 974

四半期純損失（△） △268,871
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【当第１四半期累計期間】
(単位：千円)

当第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

売上高 311,558

売上原価 290,022

売上総利益 21,536

販売費及び一般管理費 ※
 163,990

営業損失（△） △142,454

営業外収益

受取利息 509

受取配当金 202

助成金収入 19,542

その他 1,075

営業外収益合計 21,329

営業外費用

支払利息 2,467

為替差損 3,555

営業外費用合計 6,022

経常損失（△） △127,147

特別利益

投資有価証券売却益 12,654

貸倒引当金戻入額 5,088

特別利益合計 17,743

特別損失

固定資産除却損 103

特別損失合計 103

税引前四半期純損失（△） △109,508

法人税、住民税及び事業税 953

法人税等合計 953

四半期純損失（△） △110,461

EDINET提出書類

パルステック工業株式会社(E02021)

四半期報告書

16/27



(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
【前第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △267,896

減価償却費 18,737

貸倒引当金の増減額（△は減少） △21,190

賞与引当金の増減額（△は減少） △117,021

退職給付引当金の増減額（△は減少） 9,106

受取利息及び受取配当金 △933

支払利息 3,953

為替差損益（△は益） △2,309

有形固定資産除却損 1,162

投資有価証券評価損益（△は益） 18,527

売上債権の増減額（△は増加） 572,691

たな卸資産の増減額（△は増加） 97,538

仕入債務の増減額（△は減少） 63,665

未払消費税等の増減額（△は減少） △25,795

その他 △205,651

小計 144,583

利息及び配当金の受取額 918

利息の支払額 △3,652

法人税等の支払額 △3,478

営業活動によるキャッシュ・フロー 138,371

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △5,793

有形固定資産の取得による支出 △5,273

貸付金の回収による収入 701

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,364

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △54,999

自己株式の取得による支出 △43

財務活動によるキャッシュ・フロー △55,042

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,346

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 70,617

現金及び現金同等物の期首残高 1,261,250

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,331,868
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【当第１四半期累計期間】
（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △109,508

減価償却費 15,422

貸倒引当金の増減額（△は減少） △26,253

退職給付引当金の増減額（△は減少） △53,874

受取利息及び受取配当金 △712

支払利息 2,467

為替差損益（△は益） 2,174

投資有価証券売却損益（△は益） △12,654

有形固定資産除却損 103

売上債権の増減額（△は増加） 412,372

たな卸資産の増減額（△は増加） △57,304

仕入債務の増減額（△は減少） △18,906

ファクタリング債務の増減額（△は減少） △28,792

未払又は未収消費税等の増減額 30,030

その他 △7,743

小計 146,819

利息及び配当金の受取額 711

利息の支払額 △2,277

法人税等の支払額 △3,403

営業活動によるキャッシュ・フロー 141,849

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,435

投資有価証券の売却による収入 24,900

貸付金の回収による収入 1,799

投資活動によるキャッシュ・フロー 24,263

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △54,999

自己株式の取得による支出 △75

財務活動によるキャッシュ・フロー △55,074

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,194

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 108,844

現金及び現金同等物の期首残高 1,793,983

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,902,827
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。
　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。
　

【簡便な会計処理】

当第１四半期会計期間
(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第１四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変動がないと認められるた

め、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２　棚卸資産の評価方法

当第１四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地棚卸高を基礎と

して合理的な方法により算定する方法によっております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿

価切下げを行う方法によっております。

３　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。

　

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第１四半期会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。
　

EDINET提出書類

パルステック工業株式会社(E02021)

四半期報告書

19/27



【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)
前連結会計年度
(平成21年３月31日)

※１　非連結子会社及び関連会社に対するものは次のと

おりであります。

投資有価証券（株式） 53,292千円

その他の投資その他の資産
（出資金）

1,968

※２　担保資産

　(1) 担保に供している資産

建物及び構築物 122,495千円

土地 249,535

　計 372,030

　(2) 担保資産に対応する債務

１年内返済予定の長期借入金 219,996千円

未払金 10,210

長期借入金 383,348

その他の固定負債 10,220

　計 623,774

　３　当座貸越契約

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取引

銀行３行と当座貸越契約を締結しております。借入枠

としては950,000千円ありますが、当連結会計年度末

日における実行残高はありません。

※４　ファクタリング方式により振替えた仕入債務の未

払額

　 157,040千円

　
当第１四半期会計期間末
(平成21年６月30日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　 1,924,933千円

　２　当座貸越契約

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取引

銀行２行と当座貸越契約を締結しております。借入枠

としては650,000千円ありますが、当四半期会計期間

末日における実行残高はありません。

※３　ファクタリング方式により振替えた仕入債務の未

払額

133,477千円
　
(四半期損益計算書関係)

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
　至　平成20年６月30日)

※　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与手当 65,433千円

退職給付費用 5,830

研究開発費 78,069

　
当第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日 
　至　平成21年６月30日)

※　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与手当 64,121千円

退職給付費用 3,754
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
　至　平成20年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 601,178千円

有価証券 750,000

計 1,351,178千円

預入期間が３か月超の定期預金 △19,310

現金及び現金同等物 1,331,868千円

　
当第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日 
　至　平成21年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 502,827千円

有価証券 1,400,000

現金及び現金同等物 1,902,827千円

　

(株主資本等関係)

当第１四半期会計期間末(平成21年６月30日)及び当第１四半期累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成

21年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
会計期間末

普通株式(千株) 13,934

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
会計期間末

普通株式(千株) 225

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。
　

４　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

該当事項はありません。
　

(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力

発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。　　　
　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。　　　
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)
　

　
電子応用機器
・装置事業
（千円）

電子部品組立
事業
（千円）

合計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

　売上高 652,30596,468748,774 ― 748,774

　営業利益又は営業損失（△） △ 155,9933,459△ 152,533△ 93,224△ 245,758

（注） １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

　２　各区分に属する主要な製品の名称

①電子応用機器・装置事業・・・光ディスク関連機器・装置、その他特殊機器・装置等

②電子部品組立事業・・・製氷機用プリント基板組立、その他のプリント基板組立等

　３　会計処理の方法の変更

　　（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１（１）に記載のとおり、当第１四半

期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適

用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、営業損失が、電子応用機器・装置事業で

72,632千円増加しております。

　　（連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１（２）に記載のとおり、当第１四半

期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応

報告第18号　平成18年５月17日）を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、営

業損失が、電子応用機器・装置事業で2,126千円増加しております。

　
【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント

情報の記載を省略しております。
　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　 アジア 北米 ヨーロッパ 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 156,36127,413 1,586 185,361

Ⅱ　連結売上高（千円） 　 　 　 748,774

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上の割合（％） 20.9 3.7 0.2 24.8

（注）１　国または地域は、地理的近接度によって区分しております。

 ２　各区分に属する国または地域の内訳は次のとおりであります。

（１）アジア：台湾、韓国、中国、インド、アラブ首長国連邦、マレーシア、シンガポール

（２）北米：アメリカ、カナダ

（３）ヨーロッパ：オーストリア、スウェーデン

 ３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。
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(有価証券関係)

当第１四半期会計期間末(平成21年６月30日)

その他有価証券で時価のあるもののうち、前事業年度の末日と比較して著しい変動が認められるもの

はありません。
　
(デリバティブ取引関係)

当第１四半期会計期間末(平成21年６月30日)

該当事項はありません。
　
(ストック・オプション等関係)

当第１四半期会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。
　
(企業結合等関係)

当第１四半期会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。
　
(持分法損益等)

当第１四半期累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

１　関連会社に関する事項

当社は、関連会社を有しておりません。

　
２　開示対象特別目的会社に関する事項

当社は、開示対象特別目的会社を有しておりません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

１株当たり純資産額 194.91円
　

　
当第１四半期会計期間末
(平成21年６月30日)

１株当たり純資産額 186.79円
　

　

２　１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
　至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純損失（△） △19.60円
　

(注)　１ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

２ １株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失（△）(千円) △268,871

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式に係る四半期純損失（△）(千円) △268,871

普通株式の期中平均株式数(千株) 13,716

　
当第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日 
　至　平成21年６月30日)

１株当たり四半期純損失（△） △8.06円
　

(注)　１ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

２ １株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

四半期損益計算書上の四半期純損失（△）(千円) △110,461

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式に係る四半期純損失（△）(千円) △110,461

普通株式の期中平均株式数(千株) 13,710

　

(重要な後発事象)

当第１四半期会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。
　
(リース取引関係)

当第１四半期会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っ

ておりますが、当四半期会計期間におけるリース取引残高は、前事業年度末に比べて、著しい変動が認め

られないため、記載しておりません。
　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月８日

パルステック工業株式会社

取締役会　御中

　

ときわ監査法人

　
業務執行社員
代表社員

　 公認会計士　　疋田　憲司　　印

　
業務執行社員
代表社員

　 公認会計士　　岩田　礼司　　印

　

Ⅰ　四半期レビューの対象

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているパル

ステック工業株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計

期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対

照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。こ

の四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表

に対する結論を表明することにある。
　
Ⅱ　実施した四半期レビューの概要

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。
　
Ⅲ　四半期レビューの結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、パルステック工業株式会社及び連結子会社の

平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。
　
Ⅳ　追記情報

継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は前連結会計年度まで３期連続して当期純損

失を計上し、当第１四半期連結会計期間においても四半期純損失を計上しており、継続企業の前提に重要な疑

義が存在している。当該状況に対する経営者の対応は当該注記に記載されている。

　連結四半期財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な疑義の影響を四半期連結財

務諸表に反映していない。
　
Ⅴ　利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年８月10日

パルステック工業株式会社

取締役会　御中

　

ときわ監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　疋田　憲司　　印

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　岩田　礼司　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているパル

ステック工業株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第41期事業年度の第１四半期会計期

間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年

６月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ

・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法

人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、パルステック工業株式会社の平成21年６月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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